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■ 所 在 地　　　千葉市稲毛区稲毛１-16-12  （国道14号沿浅間神社大鳥居脇）
■ 公 開 開 始　　　平成９年４月５日
■ 公 開 時 間　　　午前９時から午後４時30分
■ 休 館 日　　　毎週月曜日・祝日（５月３～５日を除く）※・年末年始
 　　 　 　　　　※月曜日が祝日の場合は翌日も
■ 入 館 料　　　無料
■ 敷 地 面 積　　　1,129.13㎡
■ 建 物 構 造　　　主屋：木造平屋建瓦葺（172.42㎡）　離れ：木造平屋建（18.71㎡）
■ 問い合わせ　　　千葉市ゆかりの家・いなげ　TEL 043-244-5370

■ ア ク セ ス　　　京成稲毛駅より徒歩７分／JR稲毛駅より徒歩14分
■ 駐 車 場　　　３台

京成稲毛駅

JR 稲毛駅

稲毛公民館

→下り車線 木更津→国道 14 号

浅間神社

←東京
稲毛浅間神社前交差点 稲毛陸橋

トヨタ

東口

西口
1・2 番のりば

バス停 1つ目
京成稲毛駅入口

千葉市民ギャラリー・いなげ
旧神谷伝兵衛稲毛別荘

ゆかりの家・いなげ
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□ 明治21年　稲毛に千葉県初の海水浴場オープン

□ 同　　年　海気館（保養施設）開館

□ 明治32年　総武鉄道「稲毛停車場」開業

□ 大正10年　京成電鉄「稲毛駅」開業

愛新覚羅溥傑1907年（明40）～ 1994年（平６）
浩1914年（大３）～ 1987年（昭62）
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　明治中期以降、保養地として多くの文人墨客が訪れ
た稲毛は、海岸線の松林を中心に、別荘・別邸が建て
られました。この家もそのうちの一つであり、昭和12
年には、中国清朝のラストエンペラー愛新覚羅溥儀の
実弟である溥傑夫妻が、半年ほどこちらに居を構え、
新婚生活を送りました。
　保養地としての稲毛の歴史を今に伝える貴重な和風
別荘建築として、平成 28年に千葉市地域有形文化財（建
造物）に登録されました。
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